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知
恵
を
絞
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
◆
現
在
の
地
域
計
画

は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
ス
タ

ー
ト
地
点
と
捉
え
る
べ
き

だ
。
各
地
域
で｢

儲
か
る
農

業｣

に
つ
い
て
考
え
、
次
年

度
以
降
も
一
歩
ず
つ
着
実

に
、
地
域
計
画
の
充
実
と
実

現
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

（
一
念
通
天
）

度
か
ら
本
来
の
意
味
の
「
地

域
の
具
体
的
な
計
画
」
が
始

動
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
域

ご
と
の
条
件
や
環
境
を
分
析

し
、
儲も

う

か
る
農
業
を
実
現
す

る
戦
略
を
考
え
て
、
誰
が
何

を
ど
の
よ
う
に
生
産
・
販
売

し
て
い
く
将
来
方
向
を
描
く

か
。
中
山
間
の
条
件
不
利
地

域
で
も
「
儲
か
る
農
業
」
に

な
余
裕
が
な
く
、
目
標
地
図

を
作
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
だ

っ
た
と
い
う
事
情
は
理
解
で

き
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
大
切

な
の
は
「
こ
れ
か
ら
ど
う
す

る
か
」
だ
。
◆
２
０
２
５
年

地
域
農
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

主
語
が
不
明
確
で
、
誰
が
ど

ん
な
取
り
組
み
を
す
る
の
か

よ
く
分
か
ら
な
い
の
だ
。
◆

一
昨
年
４
月
か
ら
今
年
３
月

ま
で
２
年
以
内
に
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
時
間
的

◆
地
域
計
画
の
策
定
作
業

が
大
詰
め
を
迎
え
る
中
、
不

安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

す
で
に
公
表
さ
れ
た
他
府
県

の
事
例
を
見
る
と
、
内
容
が

総
花
的
・
抽
象
的
で
具
体
性

に
欠
け
る
計
画
が
目
立
つ
。

な
い
原
因
と
な
っ

て
い
た
。

畜
産
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
畜
産
た
い

肥
と
化
学
肥
料
を

混
合
し
て
成
形
す
る
ペ
レ
ッ

ト
肥
料
に
着
目
。
鶏
糞
主
体

の
「
え
び
い
も
用
」
と
牛
糞

主
体
の
「
紫
ず
き
ん
（
黒
大

豆
枝
豆
）
用
」
の
肥
料
を
試

作
し
て
、
試
験
栽
培
に
取
り

組
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
機
械
施
肥
が

可
能
で
、
ペ
レ
ッ
ト
化
し
な

い
畜
産
た
い
肥
を
使
う
場
合

と
比
較
し
て
施
肥
の
作

業
時
間
短
縮
に
つ
な
が

る
な
ど
、
省
力
化
に
効

果
が
あ
っ
た
。

来
年
度
は
、
え
び
い

も
農
家
や
紫
ず
き
ん
農

家
の
圃
場
で
実
証
栽
培

を
め
ざ
す
。
収
量
や
品

質
に
問
題
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
、
産
地
で
の

本
格
的
な
普
及
に
つ
な
げ
た

い
と
し
て
い
る
。

化
学
肥
料
は
価
格
や
供
給

面
で
国
際
情
勢
の
影
響
を
受

け
や
す
い
た
め
、
国
内
で
生

産
さ
れ
る
畜
産
た
い
肥
が
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、
成
分
が

不
安
定
、
施
肥
の
専
用
機
械

が
必
要
、
散
布
時
の
粉
じ
ん

や
臭
気
が
近
隣
住
民
か
ら
敬

遠
さ
れ
る
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
使
用
す
る
農
家
が
増
え

児
で
休
む
職
員
を
補
う
中
で

従
業
員
が
５
人
以
上
に
増
え

た
た
め
、
９
年
前
に
法
人
化

し
、
社
会
保
険
な
ど
雇
用
環

境
の
改
善
を
進
め
て
き
た
。

◇

◇

◇

同
社
は
、
創
業
以
来
、
10

人
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

う
ち
７
人
が
独
立
就
農
、
２

人
を
継
続
雇
用
し
て
い
る
。

「
有
機
農
業
の
人
材
を
育

て
な
が
ら
持
続
可
能
な
経
営

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
弊
社

の
使
命
。
今
後
は
、
有
機
農

業
を
志
す
人
の
た
め
の
塾
や

貸
農
園
な
ど
、
農
村
で
生
活

し
た
い
人
を
応
援
す
る
た
め

に
、
新
た
な
取
り
組
み
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
」
と
渡
辺

社
長
は
力
強
く
語
る
。

家
屋
と
農
地
を
拠
点
に
農
業

を
開
始
し
、
京
都
市
内
で
有

機
農
業
を
実
践
す
る
師
匠
の

も
と
で
研け

ん

鑽さ
ん

し
な
が
ら
２
人

で
農
園
の
礎
を
築
い
た
。

３
年
目
に
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

認
証
を
取
得
。
そ
の
後
、
生

産
を
順
調
に
拡
大
し
、
規
格

外
品
を
使
っ
た
柴
漬
け
や
ジ

ャ
ム
な
ど
の
加
工
販
売
に
も

進
出
し
た
が
、
仕
事
は
増
え

る
一
方
で
、
夫
婦
２
人
の
体

制
は
限
界
に
き
て
い
た
。

そ
こ
で
、
民
さ
ん
の
第
２

子
出
産
を
契
機
に
働
き
方
を

改
革
し
、
従
業
員
を
雇
用
。

週
休
２
日
で
、
午
前
９
時
半

か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
勤
務

体
制
に
移
行
し
た
。

女
性
従
業
員
が
多
く
、
育

ワ
ー
設
備
も
整
っ
て
い
る
。

◇

◇

◇

現
在

１･

５
㌶
で
ナ
ス


エ
ビ
イ
モ
、
金
時
人に

ん

参じ
ん

な
ど

年
間
70
種
類
の
野
菜
を
栽
培

す
る
同
社
を
創
業
し
た
渡
辺

さ
ん
夫
妻
が
大
原
で
有
機
農

業
を
始
め
た
の
は
18
年
前
。

当
時
は
同
志
社
大
学
の
大
学

院
生
で
、
大
学
が
大
原
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
て
借
り
て
い
た

（
渡
辺
雄
人
社
長
）
が
昨
春

に
整
備
し
た
作
業
場
で
は
、

11
人
の
従
業
員
が
笑
顔
で
働

い
て
い
る
＝
写
真
。

作
業
場
と
事
務
室
の
間
は

透
明
な
可
動
式
ガ
ラ
ス
戸

で
、
互
い
に
状
況
を
一
目
で

確
認
で
き
る
。
車
を
横
付
け

し
て
野
菜
の
円
滑
な
搬
入
搬

出
が
可
能
で
、
女
性
従
業
員

に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
・
シ
ャ

大
き
な
窓
か
ら
の
や
さ
し

い
日
差
し
と
薪
ス
ト
ー
ブ
の

暖
か
な
空
気
に
包
ま
れ
た
作

業
場｢

野の

庵あ
ん

」
。

京
都
市
左
京
区
大
原
で
有

機
農
業
を
営
む
㈱
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
ト
ラ
ス
ト
つ
く
だ
農
園

就
農
の
期
待
を
込
め
、
大
半

の
家
庭
で
〝
決
裁
権
〟
を
持

つ
主
婦
に
農
業
の
魅
力
を
訴

求
す
る
。
紙
面
全
体
の
配
色

は
モ
カ
・
暖
色
系
ピ
ン
ク
を

基
調
と
し
た
。

若
年
の
農
業
者
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
は
、
前
号
か
ら

継
承
し
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
増

や
し
た
。
事
務
局
の
元
職
員

が
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
も
、
こ

れ
ま
で
通
り
紙
面
を
彩
っ
て

い
る
。

「
今
後
も
、
地
域
計
画
を

含
め
、
町
の
農
業
に
つ
い
て

時
を
得
た
内
容
を
載
せ
て
い

き
た
い
」
と
語
る
杉
本
邦
子

広
報
・
研
修
委
員
長
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
響
く
紙

面
を
届
け
よ
う
と
、
次
号
に

向
け
た
編
集
会
議
が
す
で
に

始
ま
っ
て
い
る
。

（
精
華
町
農
業
委
員
会
）

ョ
ウ
」
に
変
更
。
豊
穣
や
豊

饒
、
芳
情
な
ど
の
発
展
的
な

意
味
を
含
ま
せ
て
い
る
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
50
代
後
半

の
主
婦
に
設
定
。
定
年
退
職

を
控
え
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

精
華
町
農
業
委
員
会
は
、

本
年
度
、
年
２
回
発
行
し
て

い
る
広
報
紙
を
全
面
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
。

愛
称
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
せ
い
か
」
か
ら
「
ホ
ウ
ジ

向
日
市
農
業
の
将
来
を
考
え

る
仕
事
が
増
え
ま
し
た
。

上
植
野
地
区
を
担
当
す
る

私
は
、
８
年
前
に
早
期
退
職

し
て
本
格
的
に
農
業
に
従
事

す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

は
、
水
稲
・
筍

タ
ケ
ノ
コ・

野
菜
を
栽

培
。
向
日
市
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ま
ち
て
ら
す
Ｍ
Ｕ
Ｋ

Ｏ
」
の
直
売
所
や
地
元
ス
ー

パ
ー
な
ど
に

出
荷
し
て
い

ま
す
。

野
菜
を
納

品
し
た
時
に

お
客
さ
ん
か
ら
「
美お

味い

し

い
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
う

と
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま

す
。女

性
で
も
楽
し
く
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
農
業
の
魅

力
を
伝
え
、
農
業
に
関
わ
る

方
を
増
や
す
活
動
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
向
日
市
農
業
委
員
会
・

厳
嶋
操
委
員
）

誕
生
し
、
各
地
区
で
元
気
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
地
域
計
画
の

目
標
地
図
の
検
討
な
ど
、
農

業
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

向
日
市
で
は
、
一
昨
年
の

農
業
委
員
改
選
の
際
、
地
元

の
農
家
組
合
（
鶏か

冠い

井で

、
物も

集ず

女め

、
上
植
野
農
家
組
合
）

推
薦
で
３
人
の
女
性
委
員
が

に
台
風
で
ハ
ウ
ス
が
潰つ

ぶ

れ
た
こ
と

を
契
機
に
経
営
方
針
を
見
直
し
、

出
荷
先
や
肥
料
を
変
え
た
。

出
荷
先
は
市
場
だ
け
で
な
く
、

直
売
所
や
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
を
重

視
。
肥
料
に
も
こ
だ
わ
り
、
収
穫

量
を
上
げ
る
と
と
も
に
苦
み
を
消

し
て
、
消
費
者
に
美お

味い

し
く
食
べ

て
も
ら
え
る
野
菜
を
意
識
し
て
作

っ
て
い
る
。

将
来
に
備
え
て

農
業
者
年
金
に
も

加
入
。
「
将
来
、

息
子
た
ち
が
継
承

し
た
く
な
る
よ
う

な
、
収
入
も
楽
し

さ
も
あ
る
農
業
に

し
て
い
き
た
い
」

と
明
る
く
語
っ

た
。（

八
幡
市
農
業

委
員
会
）

１
・
３
㌶
で
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ

ト
、
ネ
ギ
な
ど
を
両
親
と
経
営
す

る
西
村
和
晃
さ
ん
（
37
）
。
少
な

い
面
積
で
収
益
に
つ
な
が
る
キ
ュ

ウ
リ
に
魅
力
を
感
じ
、
特
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

約
15
年
前
に
就
農
し
た
西
村
さ

ん
は
、
２
人
め
の
息
子
が
７
年
前

に
生
ま
れ
た
こ
と
や
、
そ
の
翌
年

キ
ュ
ウ
リ
で
将
来
を
展
望

｢

地
域
計
画｣

見
直
し
に
必
要
な
視
点

｢

儲
か
る
農
業｣

の
具
体
策
を
描
こ
う

八幡市 西村和晃さん


代
後
半
主
婦
に
魅
力
発
信


代
後
半
主
婦
に
魅
力
発
信


代
後
半
主
婦
に
魅
力
発
信

精
華
町
農
委
広
報
紙
を
刷
新

広報・研修委員長の杉本邦子さん（右）と

同委員の山本千惠子さん

ハ
ウ
ス
で
キ
ュ
ウ

リ
や
ミ
ニ
ト
マ
ト

な
ど
を
栽
培
す
る

西
村
さ
ん

農
家
組
合
推
薦
の
女
性
委
員

３
人
が
地
域
で
活
動

向
日
市キ

ャ
ベ
ツ
を
栽
培
す
る
厳
嶋

さ
ん

ペ
レ
ッ
ト
肥
料

ペ
レ
ッ
ト
肥
料

え
び
い
も
用･

紫
ず
き
ん
用

ペ
レ
ッ
ト
肥
料
を
開
発

畜
産
セ
ン
タ
ー

え
び
い
も
専
用
の
ペ
レ
ッ
ト

肥
料
（
試
作
品
）

京
都
市

渡
辺
雄
人
さ
ん

民

さ
ん

労働環境 ＋ 働き方を改革
有機農業の担い手を育成

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ト
ラ
ス
ト
つ
く
だ
農
園

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ト
ラ
ス
ト
つ
く
だ
農
園

女性が働きやすい作業場「野庵」
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